











    1-1．本研究で定義する「探究力」 
  1-2．学び合いの導入 
  1-3．指導案の複線化 
2．生徒UFの探究する方法を考察する 
2-1．UFの捉えと願い 
       2-2．対照実験 
       2-3．探究心の芽生え 
        2-4．まず仮定して矛盾があるかを考える 




        3-2-1．実験の限界を把握 
        3-2-2．AAの意味する「圧力」とは 
        3-2-3．教師の意図を超えた質問 
       3-3. AAの変容 
おわりに 
 














































KN ○ ○ × 
SM ○ ○ × 
AA ○ ○ × 



































⑦表 現 まとめたものをわかりやすくクラス全体に発表する。 



















































れによって、W の発言も促されている。AA87 で班内ではあるが、AA はUF に自分の意見を強く







































































































で話し合われたが、UF は震源の位置についてとプレートの沈み込みの深さについての 2 つの意味
でつかわれていたことにいち早く気づき、教師に指摘した。しかし、自分の考えをノートに記録し








































































   第2時 実験計画の再検討と実験。 
   第3時 デンプンを分解して糖分を取り出し、検出する。 













































































































































































































































































































   
 





































 UF は話し合いによって解決する経験が不足しているので、AA と同じ班にした。二人の掛け合
いによって、実験をすすめることができた。AA は話し合いを記録するために不明なところは UF







































































































































































































































































































































































































































     
                                                  
1近藤英章(2012)「探究的な学習活動を通して理科好きな生徒の育成−生徒主体の授業づくりを中心に−」『中等教育研
究部紀要 学校法人名古屋石田学園』第4巻P.37〜P.58 
2「平成18年度小学校・中学校・高等学校『総合的な学習の時間』研究協議会」で示されたものと大村彰道編(1996)「教
育心理学Ⅰ」東京大学出版P.64を参照した。 
3啓林館「未来へひろがるサイエンス2」P.13 実験の手引きを引用した。 
4http://www.sci-museum.kita.osaka.jp/~ohkura/seidenki/taidenretu.htmの図を使用した。 
5藤村宣之(2012)「数学的・科学的リテラシーの心理学」有斐閣 P.160から引用した。 
59
 
 
 
 
